
●応募理由

　京都の都心部の姉小路界隈で、平成 7年夏のマンション建設計画を契機として、「姉小路界隈を考える会」を設立し、これ

まで市民主導のまちづくり活動を展開してきました。様々なオリジナルなイベントの企画・実施・継続、町式目の制定・建築

協定の締結、対立から価値の共有を実現した地域共生の土地利用検討会の取組、街なみ環境整備事業による京町家再生事業の

実践等とソフトからハード面まで多方面な活動を実施してきました。この 12年余りの活動とその成果は界隈のコミュニティ

力の強化ととともに、美しい京町家のまちなみの再生を実現してきました。個々の取組の成果及び会の継続した取組全体は京

都の美しい都市づくりに向けた様々な新しい建築ルールの導入を促し，市内だけでなく、全国の多くのまちづくり活動のリー

ド役として、多様な情報提供とまちづくりのノウハウを提供してきました。

●作品または活動の概要

平成 7年 10月　姉小路界隈を考える会設立

平成 11年 1月　地域共生土地利用検討会スタート（～ 12年 12月）

平成 12年 4月　姉小路界隈町式目（平成版）制定

平成 14年 7月　姉小路界隈地区・松長町地区建築協定公布

平成 14年 8月　アーバネックス三条完成、9月から入居開始

平成 15年 1月　NPO法人都心界隈まちづくりネット設立

平成 16年 9月　まちづくり協定締結、街なみ環境整備事業スタート

平成 17年 3月　街なみ環境整備事業による京町家再生事業２棟竣工

平成 18年 3月　京町家再生事業２棟完成（17年度街なみ環境整備事業）

●作品または活動の特色

○継続している主なまちづくり活動

・看板の似合うまちづくり（平成 7年度～）

・灯りでむすぶ姉小路界隈（平成９年度～）

・花と緑でもてなす姉小路界隈（平成 10年度～）

○地元住民・事業者・行政のﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟによる地域共生の土地利用検討会

○近世の町衆のまちづくり規範である町式目の現代版町式目の導入

○市民のまちづくり活動から展開した街なみ環境整備事業の導入・実施

○都心界隈まちづくりネットと協働の美しい都市づくりに向けた情報発信

姉小路界隈を考える会の「市民主導による美しい都市づくりへの実践」
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